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いじめ防止基本方針

大阪府立茨田高等学校

平成31年度（令和元年度）4月22日

第1章いじめ防止に関する本校の考え方

1．基本理念

いじめは、その子どもの将来にわたって内面を深く傷つけるものであり、子どもの健全な成

長に影響を及ぼす、まさに人権に関わる重大な問題である。全教職員が、いじめはもちろん、い

じめをはやし立てたり、傍観したりする行為も絶対に許さない姿勢で、どんな些細なことでも必

ず親身になって相談に応じることが大切である｡そのことが､いじめ事象の発生･深刻化を防ぎ、

いじめを許さない生徒の意識を育成することになる。

そのためには､学校として教育活動の全てにおいて生命や人権を大切にする精神を貫くことや、

教職員自身が、生徒一人ひとりを多様な個性を持つかけがえのない存在として尊重し、生徒の人

格の健やかな発達を支援するという生徒観、指導観に立ち指導を徹底することが重要になる。

本校では、「より良い人間関係づくりができる学校文化の創出」を教育目標としており、その

ためにコミュニケーション能力向上に重点をおいて取り組んでいる。この取り組みによる生徒お

よび教職員を含め学校全体の人権意識の向上を目指している。いじめは重大な人権侵害事象であ

り、学校全体で取り組むという認識のもとに、ここに学校いじめ防止基本方針を定める。

2．いじめの定義

「いじめ」とは、ある生徒に対して、他の生徒が行う心理的または物理的な影響を与える行為

（インターネットを通じて行われるものを含む）であって、当該行為の対象となった生徒が心身

の苦痛を感じているものをいう。

具体的ないじめの態様は、以下のようなものがある。

＝冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる

毒仲間はずれ、集団による無視をされる

＝軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする

＝ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする

＝金品をたかられる

雪金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする

壷嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする

－パソコンや携帯電話等で、誹誇中傷や嫌なことをされる

3．いじめ防止のための組織

組織を置くことで、いじめについては、特定の教職員で問題を抱え込まず学校が組織的に対応

することにより、複数の目による状況の見立て力呵能となる。また、スクールカウンセラー

(SC)やスクールソーシャルワーカー(SSW)等の活用により、より実務的ないじめ問題の

解決を図る。

(1)名称

「いじめ防止委員会」

②構成員(12名）

校長・教頭(2名)・首席(2名)・(指導教諭)・生徒指導主事・各学年主任(3名)・

人権教育推進委員長・教育相談委員長・養護教諭・支援コーディネーター

(3)役割

①未然防止

いじめ未然防止のため、いじめが起きにくい．いじめを許さない環境づくりを行う役割。

②早期発見・事案対処

＊いじめの早期発見・事案対処のため、いじめの疑いに関する情報や生徒の問題行動などに

係る情報の収集と記録共有を行う役割。
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4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

＊いじめに係る情報(いじめが疑われる情報や生徒間の人間関係に関する悩みを含む｡）があ

った時には緊急会議を開催するなど情報の迅速な共有、及び関係生徒に対するアンケート

調査、聞き取り調査等により事実関係の把握といじめであるか否かの判断を行う役割。

＊いじめの被害生徒に対する支援・加害生徒に対する指導の体制・対応方針の決定と保護者

との連携といった対応を組織的に実施する役割。

③学校いじめ防止基本方針に基づく各種取組

＊学校いじめ防止基本方針に基づく取組の実施や具体的な年間計画の作成・実行・検証・修

正を行う役割。

＊学校いじめ防止基本方針における年間計画に基づき、いじめの防止等に係る校内研修を企

画し、計画的に実施する役割。

＊学校いじめ防止基本方針が当該学校の実情に即して適切に機能しているかについての点検

を行い、学校いじめ防止基本方針の見直しを行う役割。(PDCAサイクルの実行を含む｡）

4．年間計画

本基本方針に沿って、以下の通り実施する。

大坂府立茨田高等学校いじめ防止年間計画

1 学年

*学校いじめ防I卜基本方針の

内容を生徒、保護者へ周知

＊高校生活支援カードで把握

された生徒状況を集約

*ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ1m

*二者懇談（5月まつ

＊いじめアンケート

*三者懇談週間

(家庭の様子を把勧

*思春期講座(人権I班）

*ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝI"

*ｱﾝｹー ﾄ「安全安心な学校

生活を過ごすために」実施

＊いじめアンケート

2学年

*学校いじめ防止基本方針の

内容を生徒、保護者へ周知

*ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝIm

*二者懇談（5月まつ

＊いじめアンケート

*三者懇談週間

嫁庭の樵子を把勧

*薬物乱用防止講座

(人権I凪）

*ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝI"

*ｱﾝｹー ﾄ「安全安心な雑

生活を過ごすために」実施

＊いじめアンケート
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3学年

＊学校いじめ防止基本方針の

内容を生徒、保調音へ周知

*ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ1m

＊二者懇麟（5月まつ

＊いじめアンケート

＊三者墾醸週間

(家庭の様子を把鋤

＊差別について(胤臓等）

(人権I正）

*ｺﾐｭﾆｹーｼｮﾝIⅡ、

＊ｱﾝｹー ﾄ「安全安,[遮詫

生活を過ごすために」実施

＊いじめアンケート

学校全体

*学校いじめ防止基本方針の

内容を生徒、保護者へ周知

*支援個別相談の実施

*ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝImの実施

(本校生徒の自尊感情の向上）

*いじめ防止委員会

(基本方針採択）

*いじめアンケート

(生徒指導部が集約・分析作詞

*ｺﾐｭﾆｹーｼｮﾝ能力ｱﾝｹーﾄ(牛鋤

*行事における人権意識につい

ての啓発掲示

*人権I砥の統括

*教礎員人権I凪

*ｺﾐｭﾆｹーｼｮﾝIⅡ⑫

*唾員いじめ防止研修

*いじめ防止委員会

*ｱﾝｹー ﾄ「安彗》[ぬ学校生活を

過ごすために」実施・集約

＊相駿窓口の周知・啓発

＊行事における人権識につい

ての啓発掲示

*いじめアンケート

(生徒指導部が集約・分析作調

*職員人権研修



※いじめの事象が起こった場合にはその都度、「臨時いじめ防止委員会」を開く。

5．取組状況の把握と検証(PDCAサイクルによる）

いじめ防止等の取組の実施状況を学校評価の評価項目に位置づけるとともに、いじめ防止委員

会を年3回開催し、取組の進捗状況の把握、いじめへの対処がうまくいかなかったケースの検証

や、必要に応じた学校基本方針や計画の見直しなどを行う。

第2章章いじめ防止

1．基本的な考え

いじめの未然防止にあたっては､教育･学習の場である学校･学級自体が､人権尊重を徹底し、

人権尊重の精神がみなぎっている環境であることが求められる。そのことを基礎として、人権に

関する知的理解及び人権感覚を育む学習活動を各教科、特別活動、総合的な探求の時間のそれぞ

れの特質に応じ、総合的に推進する必要がある。

特に、生徒が、他者の痛みや感情を共感的に受容するための想像力や感受性を身につけ、対等

で豊かな人間関係を築くための具体的なプログラムを作成する必要がある。そして、その取組の

中で、当事者同士の信頼ある人間関係づくりや人権を尊重した集団としての質を高めていくこと

が必要である。

(1)未然防止のための学校体制

いじめ防止のための学校体制

典 連携連携

Ｔ
Ａ

生徒指導主事

ｺー ﾃ゙ ｨﾈー ﾀー 地
壊

ｽｸーﾙ姉ﾝｾﾗー(SC)
ｽｸー ﾙｿー ｼﾔ”‐ｶー(ssW)
ｽｸーﾙ姉ﾝｾﾗー（SC）
ｽｸーﾙｿーｼﾔ”‐ｶー（SSW）ス

指導方針・役割分担

霞一頁－1全教職貝全
一
審

支媛

指導・支掴指導・支掴ll指導・支捜

被被害生徒

■■■■l■■■■■■

保 護 者

加害生桂

一

保護者

徒 周りの生徒
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11月
文化祭

＝者懇談週間

》
華 週間

文化祭

三者懇談週間

12月 ＊いじめ防止委員会

1月 *ｺﾐｭﾆｹーｼｮﾝI正③ *ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝI" ＊ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝI" ＊職員人権研修

2月

＊いじめ防止委員会

(年間取組の検証）

＊職員PM研修

3月



(2)本校の未然防止の基本的な考え方

「いじめは、どんな学級にも学校にも起こり得ることである」という認識を全教職員がも

ち、好ましい人間関係を築き、豊かな心を育てるような「いじめを絶対に生まない土壌づく

り」に取り組む必要がある。生徒・保護者の意識や背景、地域・学校の特性等を把握したう

えで、安全・安心に学校生活を送ることができる環境を整える必要がある。

2．いじめ防止のための措置

①平素からいじめについての共通理解を図るため、教職員が互いに学級経営や授業、生徒指導

等について、尋ねたり、相談したり、気軽に話ができる職場の雰囲気を大切にする。また、生

徒と向き合う時間を確保し、心の通い合う学校づくりを推進していくことが必要である。生徒

に対しては、個々の状況を把握し、具体的な指導計画を立てる。そのために、保護者への意識

調査や学級内の人間関係をとらえる調査、ストレスに対する心理尺度等を用いた調査等を実態

把握の一つの方法として用いる。

②いじめに向かわない態度・能力を育成するために、自他の存在を認め合い、尊重し合える態

度を養うことや、生徒が円滑に他者とコミュニケーションを図る能力を育てること力泌要であ

る。そのために生徒が自分自身を価値のある存在と認め、大切に思う「自尊感情」を感じ取れ

るような「心の居場所づくり」の取組が大切である。

③生徒は教職員の行動を逐一観察している。何気ない言動や不適切な認識や言動が、生徒を傷

つけ、結果としていじめを助長してしまう場合がある。慎重に、高い意識を持って生徒を指導

するために、教職員同士における認識や言動もふくめ、日頃から注意を喚起すること力泌要で

ある。

④生徒一人ひとりが活躍できる集団づくりを進めるために、コミュニケーション活動を重視し

た特別活動を充実させる。相手のことを理解し、自分の思い(して欲しいことや、して欲しくな

いこと)をうまく伝えることができるように、コミュニケーション能力を身につければ､ストレ

スに適切に対処できる力を育むことができる。

⑤自己有用感や自己肯定感を育む取組として､授業をはじめ学校生活のあらゆる場面において、

他者と関わる機会を設定し、違いを認め合う仲間づくりが必要である。「こんなに認められた」

「誰かのために何かできた｣という体験が生徒を成長させる｡同時に教職員の温かい声かけが、

「認められた」という自己肯定感につながり、生徒は大きく変化する。

⑥生徒が自らいじめについて学び､取り組む方法として、人権教育・道徳教育・体験教育を充

実させる必要がある。生徒が自己と向き合い他者、社会、自然との直接的な関わりの中で、生

命に対する畏敬の念、感動する心、共生する心など自分自身で気が付き、発見し体得していく

力をつけさせる。
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第3章章早期発見

1．基本的な考え方

いじめの特性として､いじめにあっている生徒がいじめを認めることを恥ずかしいと考えたり、

いじめの拡大を恐れるあまり訴えることができないことが多い。また、自分の思いをうまく伝え

たり、訴えることが難しいなどの状況にある生徒がいじめにあっている場合は、隠匿性が高くな

り、いじめが長期化、深刻化することがある。

それゆえ、教職員には、何気ない言動の中に心の訴えを感じ取る鋭い感性、隠れているいじめ

の構図に気づく深い洞察力、よりよい集団にしていこうとする熱い行動力が求められる。

(1)生徒が示す兆候（情報）に対して

生徒が示す些細な変化や危険信号を見逃さないようにするには、教職員の「気づき」が大

切である｡同じ目線で考え、一緒に笑ったり泣いたり、ときには怒ったりして、生徒と空間を

共有することが大切である。その時に発せられる些細な言動や行動から、その生徒の状況や

精神状態が推量できる。教職員が積極的に生徒の情報交換を行い、情報を共有することも大

切である。担任以外の教職員が発見する場合も少なくない。教職員の情報共有の在り方が大

切になる。

(2)生徒の情報交換と共有

教職員が生徒の情報交換を行い情報共有を図るためには、生徒や保護者などから身近な教

職員､学年教職員､全体の教職員という情報掌握系統を整備し､円滑な関わり力泌要になる。

生徒情報掌握系統

いじめ防止委員会

関
係
機
関

連携
畳
日

携連

Ｐ
Ｔ
Ａ

人檸育描霊長

地
域
一

地
域

驚歎
全教職員

ス外ﾙｶｳﾝｾﾗー (SC)

ｽｸーﾙｿーｼﾔﾙﾜーか(SSW)

ス外ﾙｶｳﾝｾﾗー （SC）

ｽｸーﾙｿーｼﾔﾙﾜーか（SSW）油
－
４
１
１
１
１

全教職員

当当該生徒当該生徒 周りの生徒周りの生徒保護者保護者
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